
まちの生
い

きものしらべ
ガイドブック

世
せ

田
た

谷
が や

区
く

タヌキ

ヤモリ

ヒグラシ

ハクビシン

カナヘビ＆トカゲ

クマゼミ

コウモリ

ヘビ類
るいカブトムシ＆

クワガタ類
るい

オナガ

ヒキガエル

アゲハチョウ類
るい

ツバメの巣
す

カマキリ類
るい

カタツムリ類
るい

チョウやカブトムシなど、いろいろな生
い

きものがたくさん棲
す

む世
せ

田
た

谷
が や

にするため、いま、どんな生
い

きものがいるのかをし

らべ、どうしたら共
きょうせい

生する環
かんきょう

境をつくれるかを考
かんが

えましょう。

こんな生
い

きものが見
み

つかるよ！



生
い

きものたちの暮
く

らし
春
はる

から夏
なつ

、秋
あき

から冬
ふゆ

、そしてまた春
はる

へ。
大
おお

きな木
き

のまわりでは、季
き

節
せつ

の移
うつ

り変
か

わりの中
なか

で
多
おお

くのさまざまな生
い

きものたちがつながっています。
 　秋

あ き

紅
こうよう

葉した木
き ぎ

々が、風
かぜ

が吹
ふ

くたびに
ひらひらと葉

は
を舞

ま
い散

ち
らせます。

みんなでせっせと落
お

ち葉
ば

を集
あつ

め、
落
お

ち葉
ば

だめはもう一
いっぱい

杯です。
寒
さむ

い冬
ふゆ

に向
む

けて、ヤモリは居
 い ごこ ち 

心地の
良
よ

いすみかを探
さが

しています。
タヌキはだんだんと冬

ふゆ
毛
げ

になり、
見
み

た目
め

も丸
まるまる

々してきました。

      冬
ふ ゆ

落
お

ち葉
ば

だめの中
なか

はあたたかく、
ヒキガエルが冬

とうみんちゅう
眠中。

その隣
となり

では卵
たまご

からかえった
カブトムシの幼

ようちゅう
虫が、

大
おと

人
な

になるために
たくさんの落

お
ち葉

ば
を食

た
べて

フンをしています。
トマトを実

みの
らせた堆

たい
肥
ひ

は、
こんなふうにして

出
で き

来ていたんですね。

春
は る

「春
はる

」の下
した

に「虫
むし

」2 匹
ひき

で「蠢く（うごめく）」。
なんだか土

つち
の中

なか
で、生

い
きものたちが

もぞもぞと動
うご

き出
だ
しそうです。

芽
め

吹
ぶ

いた若
わか

葉
ば

を食
た

べて
モリモリと育

そだ
ったイモムシ。

あっという間
ま

に親
おやどり

鳥が
ついばんで、ヒナに
与
あた

えようとしています。

夏
な つ

大
おお

きな木
き

からセミの声
こえ

。
樹
じゅえき

液に集
あつ

まったカブトムシ。
洞
うろ

の中
なか

では、カタツムリが
雨
あめ

を待
ま

ちわびています。
木
こ も

漏れ日
び

の対
たいがん

岸では、
気
 き  も

持ち良
よ

さそうに涼
すず

む
人
ひと

がいます。
落
お

ち葉
ば

だめでつくっていた堆
たい

肥
ひ

は、
畑
はたけ

にまかれて立
り っ ぱ

派なトマトを実
みの

らせました。 絵
え

の中
なか

にはまだたくさんのつながりが隠
かく

れています。
ぜひご家

か
族
ぞく

で話
はな

し合
あ
ってみてください。
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1 2 3 4 5

7 8 9 10 11

6
一戸建・庭 マンション・

団地
商店街 オフィス・

商業ビル
学校・

キャンパス
保育園、幼稚園、

児童館

公園・緑地、緑道 農地 寺社 空き地 その他

いっこだて にわ

だんち

しょうてんがい
しょうぎょう

がっこう ほいくえん ようちえん

たちあじしゃのうちりょくどうりょくちこうえん

じどうかん

生
い

きものしらべ もっと生
い

きものを見
み

つけるための

これらの生
い

きものを調
しら

べることで、わたしたちの暮
く

らす世
せ

田
た

谷
がや

が「どのようなまち」
なのかが見

み
えてきます。

①タヌキ ： 林
はやし

や森
もり

などの環
かんきょう

境を好
この

みますが、街
まち

なかの環
かんきょう

境も上
じょうず

手に利
り

用
よう

しています。
②ハクビシン ： 木

き
登
のぼ

りが得
とく

意
い

で人
じん

家
か

の屋
や ね

根裏
うら

にも潜
ひそ

んでいます。外
がい

来
らい

種
しゅ

。
③コウモリ ： 昔

むかし
からある街

まち
並
な

みや水
みず

辺
べ

環
かんきょう

境を好
この

みます。
④オナガ ： 林

はやし
や森

もり
が残

のこ
っている環

かんきょう
境を好

この
みます。子

こ
育
そだ

てには高
たか

い木
き

が必
ひつよう

要です。
⑤（今

こ

年
とし

営
えいそう

巣していた）ツバメの巣
す

 ： 賑
にぎ

わいのある商
しょう

店
てん

街
がい

や駅
えき

などに巣
す

をつくります。
　さらに周

しゅう
辺
へん

に土
つち

や水
みず

辺
べ

がある環
かんきょう

境を好
この

みます。
⑥カマキリ類

るい

 ： エサになる昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

が多
おお

くいる自
し

然
ぜん

が豊
ゆた

かなところを好
この

みます。
⑦ヒグラシ ： やや湿

しめ
った樹

じゅ
林
りん

地
ち

環
かんきょう

境を好
この

みます。
⑧クマゼミ ： もともとは、関

かんさい
西より西

にし
に分

ぶん
布
ぷ
していたセミです。

⑨カブトムシ＆クワガタ類
るい

 ： 林
はやし

や森
もり

などの環
かんきょう

境を好
この

みます。意
い

外
がい

なところにも？
⑩アゲハチョウ類

るい

 ： 林
はやし

、農
のう

地
ち

、公
こうえん

園、草
くさ

地
ち

など、種
しゅるい

類によって好
この

む環
かんきょう

境が異
こと

なります。
⑪カナヘビ＆トカゲ ： エサになる昆

こん
虫

ちゅう
類
るい

が多
おお

くいる草
くさ

地
ち

、庭
にわさき

先、石
いしがき

垣などを好
この

みます。
⑫ヘビ類

るい

 ： エサになる小
しょうどうぶつ

動物が多
おお

くいる草
くさ

地
ち

や水
みず

辺
べ

などを好
この

みます。
⑬ヤモリ ： 昔

むかし
からある街

まち
並
な

みでよく見
み

られ、人
ひと

が住
す

む家
いえ

などに住
す

みついています。
⑭ヒキガエル ： エサになる昆

こんちゅうるい
虫類が多

おお
くいる樹

じゅりん
林や水

みず
辺
べ

などがある環
かんきょう

境を好
この

みます。
⑮カタツムリ類

るい

 ： 湿
しめ

り気
け

のある林
はやし

や公
こうえん

園、庭
にわ

などを好
この

み、乾
かんそう

燥した環
かんきょう

境に弱
よわ

い種
しゅ

です。

わたしたちの身
み

近
ぢか

な場
ば

所
しょ

にも、生
い

きものはたくさんいます。自
じ

分
ぶん

の家
いえ

の庭
にわ

、毎
まいにち

日通
かよ

う学
がっこう

校やオフィス、お気
き

に入
い

りの公
こうえん

園や緑
りょく

道
どう

、なにげなく通
とお

っている道
みち

や商
しょう

店
てん

街
がい

な
ど、ちょっと気

き
を付

つ
けて探

さが
してみてください。きっといろいろな生

い
きものが見

み
つか

るはずです！

ガイドブックや図
ず

鑑
かん

を持
も

って、街
まち

に出
で

かけてみよう。
生
い

きものを見
み

つけたら、場
ば

所
しょ

や時
じ

間
かん

、見
み

つけた時
とき

の生
い

きものの様
よう

子
す

を記
き

録
ろく

してお
くと、詳

くわ
しく調

しら
べる時

とき
に役

やく
立
だ

ちます。

・・・ 次の約
やくそく

束はかならずまもろう
　〈その１〉 車

くるま

や自
じ

転
て ん

車
し ゃ

に気
き

を付
つ

ける
　〈その2〉 夜

よ る

の調
ちょう

査
さ

は、子
こ

どもだけでは出
で

かけない
　〈その3〉 ヤブの中

な か

などに入
は い

る時
と き

は、ハチやドクガに注
ちゅう

意
い

!
　〈その4〉 人

ひ と

の家
い え

には勝
か っ

手
て

に入
は い

らない
　〈その5〉 しかけたトラップは片

か た

付
づ

けよう
　〈その6〉 むやみやたらに、つかまえない

・・・ 生
い

きものの気
き も

持ちになって注
ちゅう

意
い

深
ぶ か

くさがしてみよう
　〈その１〉 まずはじっくり待

ま

ってみる
　〈その2〉 目

め

だけではなく、耳
み み

もすませる
　　　　　 五

ご

感
か ん

（目
め

、耳
み み

、鼻
は な

、口
く ち

、手
て

）を使
つ か

おう
　〈その3〉 草

く さ

や木
き

にかじられた跡
あ と

はないかな？
　〈その4〉 フンは落

お

ちていないかな？
　〈その5〉 いろいろな時

じ

間
か ん

帯
た い

を変
か

えて調
し ら

べてみる

● こんな生
い

きものを見
み

つけよう！ ● こんな場
ば

所
し ょ

に注
ち ゅ う

意
い

しよう！

● 街
ま ち

に出
で

かけて探
さ が

してみよう！

秘
ひ

か訣
け つ

条
じょう

5かえ 条
じょう

6心
こころ

構
が ま
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タヌキは、昼
ひる

間
ま

は木
き

の洞
うろ

や岩
いわ

穴
あな

、他
ほか

の
動
どう

物
ぶつ

が掘
ほ

った巣
す

穴
あな

、都
と

会
かい

では使
つか

われな
くなった土

ど
管
かん

などで休
やす

んでいます。夜
よる

に動
うご

き出
だ
し、カエル、サワガニ、ネズミ、

トカゲ、魚
さかな

、木
き

の実
み

などを食
た

べます。意
い

外
がい

と木
き

登
のぼ

りなども得
とく

意
い

で、金
かな

網
あみ

のフェ
ンスも上

じょう
手
ず

に登
のぼ

ることが出
で

来
き

ます。で
も穴

あな
を掘

ほ
るのは苦

にが
手
て

です。

タヌキは家
か

族
ぞく

や親
しん

戚
せき

みんなで1つの
トイレを使

つか
います。これを「ため糞

ふん
」と

いって、トイレのにおいでお互
たが

いの情
じょう

 
報
ほう

を交
こう

換
かん

しあう役
やく

割
わり

をもっています。
例
たと

えばお父
とう

さんタヌキがフンをした後
あと

に、お母
かあ

さんタヌキがフンをしに行
い

くと
「あら、お父

とう
さんたら柿

かき
をいっぱい食

た

べてきたのね！ 私
わたし

も食
た

べに行
い

こうっと」
ということもあるかもしれません。

タヌキは、夜
よる

に行
こう

動
どう

する夜
や

行
こう

性
せい

の生
い

き
ものです。そのような生

い
きものを観

かん
察
さつ

する方
ほう

法
ほう

として、昼
ひる

間
ま

のうちに足
あし

跡
あと

や
「ため糞

ふん
」の場

ば
所
しょ

を見
み

つけておくとよ
いでしょう。タヌキがどんなふうに行

こう

動
どう

しているのかを推
すい

理
り

してみると楽
たの

し
いですよ。

漢
かん

字
じ

で獣
けものへん

偏に里
さと

と書
か

いて「狸
たぬき

」と読
よ

む

ように、日
に

本
ほん

人
じん

にとってタヌキは昔
むかし

か

ら身
み

近
ぢか

な存
そん

在
ざい

です。「タヌキ寝
ね

入
い

り」

や「タヌキの腹
はらつづみ

鼓」など「タヌキ」を

使
つか

った諺
ことわざ

もたくさんあります。

タヌキの暮
く

らし

見
み

つけるポイント

身
み

近
ぢ か

な生
い

きものタヌキ

タヌキのトイレ

タヌキと
生
せ い

物
ぶ つ

多
た

様
よ う

性
せ い

タヌキが生
い

きていくためには、木
き

の実
み

や小
しょうどうぶつ

動物などの食
た

べ物
もの

が必
ひつ

要
よう

です。また、死
し

んだタヌキも分
ぶん

解
かい

されて、土
つち

の養
ようぶん

分となり他
ほか

の生
い

きものを育
そだ

てます。このように生
い

きものは、食
た

べる・食
た

べられるの
関
かん

係
けい

を通
とお

してつながっています。
たくさんの生

い
きものが、様

さまざま
々な場

ば

所
しょ

でつながりを持
も

って生
い

きている
ことを、生

せいぶつたようせい
物多様性といいます。

現
げんざい

在、地
ちきゅうじょう

球上には、約
やく

１７５万
まんしゅ

種の生
い

きものがいて、まだ知
し

られていな
いものも含

ふく
めると、約

やく
３千

ぜんまんしゅ
万種の

生
い

きものがいると考
かんが

えられていま
す。一

いっぽう
方で、自

しぜんかんきょう
然環境の悪

あ っ か
化によ

り、年
ねんかんやく

間約４万
まんしゅ

種が絶
ぜつめつ

滅している
とも言

い
われ、このような種

しゅ
の絶

ぜつめつ
滅

は、多
おお

くの生
い

きもののつながりを
失

うしな
うことになる、深

しんこく
刻な問

もんだい
題です。

タ キヌ
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原
げん

産
さん

地
ち

は東
とう

南
なん

アジアで、日
に

本
ほん

では江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

・明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の確
かく

実
じつ

な生
せい

息
そく

記
き

録
ろく

が
ないことから、外

がい
来
らい

種
しゅ

と考
かんが

えられてい
ます。1940年

ねん
代
だい

ごろから各
かく

地
ち

域
いき

で増
ふ

えてきて、現
げん

在
ざい

は40都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

で生
せい

息
そく

が確
かく

認
にん

されています。最
さい

近
きん

は都
と

市
し

部
ぶ

に 
も急

きゅうげき
激に進

しんしゅつ
出していて、区

く
内
ない

でも目
もく

 
撃
げきじょうほう

情報が寄
よ

せられています。ちなみ
に、駆

く
除
じょ

対
たい

象
しょう

となる「特
とく

定
てい

外
がい

来
らい

種
しゅ

」で
はありません。

顔
かお

に、筆
ふで

で書
か

いたような白
しろ

い線
せん

が特
とくちょう

徴
的
てき

なハクビシン。体
からだ

は灰
はいかっしょく

褐色で、顔
がん

面
めん

と足
あし

の下
か

部
ぶ

は黒
こくしょく

色です。尾
お

が胴
どう

体
たい

と同
おな

じくらい長
なが

いところも、ネコやタヌキと
見
み

分
わ

けるポイントになります。人
じん

家
か

の
まわりにも住

す
んでいて、木

き
登
のぼ

りが得
とく

意
い

なので、人
じん

家
か

の屋
や

根
ね

裏
うら

をねぐらとする
こともあります。そのためフンやオシッ
コのにおいが問

もん
題
だい

になることもありま
す。夜

や
行
こう

性
せい

で、鳥
とり

やその卵
たまご

、昆
こんちゅうるい

虫類や
その他

ほか
の小

しょうどうぶつ
動物、果

か
実
じつ

などいろいろな
ものを食

た
べます。

実
じつ

はれっきとしたほ乳
にゅうるい

類で、しかもほ
乳

にゅうるい
類の中

なか
で、コウモリだけが空

そら
を自

じ
由
ゆう

自
じ

在
ざい

に飛
と

ぶことが出
で

来
き

ます。昔
むかし

の人
ひと

は
コウモリのフンがよい肥

ひ
料

りょう
になるため

畑
はたけ

にまいたり、幸
しあわ

せを呼
よ

ぶ縁
えん

起
ぎ

のよい
動
どう

物
ぶつ

と考
かんが

えられていました。蚊
か

などを
たくさん食

た
べることから「川

かわ
を守

まも
る」→

「川
かわ

守
も

り」からコウモリの名
な

前
まえ

がつい
たという説

せつ
もあります。「たくさん」とは

どの位
くらい

かというと、一
いち

日
にち

に約
やく

500匹
ぴき

ぐ
らいで、重

おも
さでいうと、自

じ
分
ぶん

の体
たいじゅう

重の
半
はん

分
ぶん

ぐらいの昆
こんちゅう

虫を食
た

べているようで
す。

コウモリ＝吸
きゅうけつき

血鬼というイメージがあ
るかもしれませんが、ほとんどのコウ
モリは小

こ
型
がた

で、夜
よる

に行
こう

動
どう

して虫
むし

などを
食
た

べています。日
に

本
ほん

では沖
おき

縄
なわ

で見
み

られ
る大

おお
型
がた

のコウモリが、昼
ひる

間
ま

に行
こう

動
どう

して
花
はな

の蜜
みつ

や果
くだ

物
もの

などを食
た

べたりしてい
ます。実

じっ
際
さい

に動
どう

物
ぶつ

の血
ち

を吸
す

うコウモリ
は、世

せ
界
かい

にいる約
やく

1000種
しゅ

の中
なか

で、たっ
た3種

しゅ
類
るい

で南
なん

米
べい

にしかいません。

コウモリは暗
くら

い夜
よる

でも、超
ちょうおんぱ

音波を出
だ

し
て上

じょう
手
ず

に飛
と

びながら昆
こんちゅう

虫を捕
つか

まえま
す。昼

ひる
の間

あいだ
は雨

あま
戸
ど

のすき間
ま

や、橋
はし

の
下
した

、木
き

の洞
うろ

、木
こ

陰
かげ

などにいて、夕
ゆう

暮
ぐ

れと
ともにねぐらから出

で
てきます。夕

ゆう
方
がた

、家
いえ

に帰
かえ

る道
みち

で空
そら

を見
み

上
あ

げると、小
ちい

さな影
かげ

がヒラヒラと飛
と

ぶ姿
すがた

を見
み

つけることが
できるかもしれません。

ハ コビ モク ウシ リン
こんな生

い

きもの

こんな生
い

きもの

外
が い

 来
ら い

 種
し ゅ

コウモリの暮
く

らし

見
み

つけるポイント
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今
こ

年
と し

営
え い

巣
そ う

していた

ツバメはとても身
み

近
ぢか

な鳥
とり

です。昔
むかし

から田
た

んぼのワラや
畑
はたけ

の土
つち

を利
り

用
よう

して、家
いえ

や商
しょうてんがい

店街のひさしの裏
うら

などに
巣
す

をつくってヒナを育
そだ

ててきました。それは、人
ひと

がたく
さんいると、カラスやヘビなどから大

だい
事
じ

なヒナを守
まも

る
ことができるからです。農

のう
薬
やく

のなかった昔
むかし

の人
ひと

にとっ
て、ツバメは、田

た
んぼの害

がいちゅう
虫を食

た
べてくれるありがた

い鳥
とり

でした。ツバメが巣
す

をつくるとお店
みせ

が繁
はんじょう

盛すると
いって大

だい
事
じ

にされてきたことも、ツバメが安
あん

心
しん

して人
ひと

のそばにいる理
り

由
ゆう

だったのかもしれません。

最
さい

近
きん

は、巣
す

づくりの材
ざいりょう

料を集
あつ

める
畑
はたけ

や田
た

んぼが近
ちか

くにあまりなく、ひ
さしのない家

いえ
やマンションが多

おお
く

なり、巣
す

がつくりにくくなってきまし
た。世

せ
田
た

谷
がや

でも減
へ

ってきたと考
かんが

えら
れていますが、本

ほん
当
とう

に減
へ
ってきてい

るのか観
かん

察
さつ

してみてください。

ツバメは春
はる

になると、フィリピンやタイなどの暖
あたた

かい国
くに

から繁
はんしょく

殖（子
こ

育
そだ

て）のために
生
う

まれ故
こ

郷
きょう

の日
に

本
ほん

に帰
かえ

ってきます。そして１～３回
かい

卵
たまご

を産
う

み、ヒナを育
そだ

て、夏
なつ

の終
お

わり
頃
ごろ

、また暖
あたた

かい南
みなみ

の国
くに

へ渡
わた

っていく「渡
わた

り鳥
どり

」です。多
た

摩
ま

川
がわ

のヨシ原
はら

には、７月
がつ

になる
と、今

こ
年
とし

巣
す

立
だ
った若

わか
いツバメたちが集

しゅうだん
団でねぐらをつくります。多

おお
い時

とき
には2000羽

ば

以
い

上
じょう

が集
しゅうだん

団ねぐらをつくっていますが、最
さい

近
きん

はねぐらにするヨシというイネ科
か

の植
しょく

物
ぶつ

が枯
か

れたり減
へ

ったりし、ねぐらに入
はい

れるツバメも減
へ

ってしまい、とても心
しん

配
ぱい

されて
います。

オ ガナ ツ メバ の 巣
す

ツバメは人
に ん

間
げ ん

のそばが大
だ い

好
す

き

子
こ

育
そ だ

てを助
た す

け合
あ

う鳥
と り

ツバメが少す
く

なくなって
い

る？

オナガはちゃっかり者
もの

でもあります。
ツミというタカの仲

なか
間
ま

の巣
す

のすぐそば
に自

じ
分
ぶん

の巣
す

をつくって、カラスの攻
こう

撃
げき

を避
さ

けたりします。 でも、その反
はん

面
めん

カッコウに卵
たまご

をすり替
か

えられてしまっ
ても気

き
づかず、カッコウのヒナを育

そだ
て

てしまう、うっかり者
もの

？の一
いち

面
めん

もあり
ます。区

く
内
ない

では、砧
きぬたこうえん

公園、馬
ば

事
じ

公
こう

苑
えん

などのほか、大
おお

きな木
き

がまとまってい
る住

じゅうたくち
宅地などでよく見

み
られます。

クェーイクェーイ

ギューイギュイギュイ

オナガはカラスの仲
なか

間
ま

で、翼
つばさ

と尾
お

羽
ばね

が
青
せいかいしょく

灰色、頭
あたま

には黒
くろ

いベレー帽
ぼう

をかぶっ
た、とてもきれいな鳥

とり
です。でも声

こえ
はし

わがれていて、それを聞
き

くと「やっぱり
カラスの仲

なか
間
ま

だな」と感
かん

じるかもしれ
ません。昔

むかし
は、九

きゅうしゅう
州と本

ほんしゅう
州にいました

が、現
げん

在
ざい

は関
かん

西
さい

では見
み

られなくなった
不
ふ

思
し

議
ぎ

な鳥
とり

です。ふだんから群
む

れで生
せい

活
かつ

していて、繁
はんしょくき

殖期には何
な ん か ぞ く

家族もが集
あつ

まって、１本
ぽん

の木
き

にたくさんの巣
す

をつく
ります。オナガは、子

こ
育
そだ

ての手
て

伝
つだ

いを
する「ヘルパー」がいることでも有

ゆう
名
めい

で
す。「ヘルパー」になるのは、お相

あい
手
て

を
見
み

つけられなかった若
わか

いオスが多
おお

く、
巣
す

のヒナにエサを運
はこ

ぶなどして、血
ち

の
つながった親

おや
や兄

きょうだい
弟を手

て
伝
つだ

うことが多
おお

いようです。

ちゃっかり者
も の

？
うっかり者

も の

？

ツバメの暮
く

らし

オナガの鳴
な

き声
ご え
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オオカマキリは、その名
な

のとおり大
おお

型
がた

で、樹
じゅ

林
りん

の周
まわ

りや木
き

のある公
こう

園
えん

など
で見

み
られます。 内

うち
側
がわ

の羽
はね

（後
うしろばね

羽）が
紫
し

褐
かっ

色
しょく

をしていて、背
せ

の高
たか

い草
くさ

や低
てい

木
ぼく

、ササなどに産
さん

卵
らん

します。 卵
らん

のう
は丸

まる
くてスポンジのような形

かたち
をしてい

ますが、見
み

たことがありますか？

カマキリは他
ほか

の昆
こんちゅう

虫などを食
た

べる肉
にく

食
しょく

の昆
こんちゅう

虫です。そのためカマキリが
住
す

んでいるということは、エサとなる
昆
こんちゅうるい

虫類も多
おお

く生
せい

息
そく

していて、自
し

然
ぜん

が
豊
ゆた

かな証
しょう

拠
こ

といえます。 区
く

内
ない

にはオ
オカマキリ、チョウセンカマキリ、ハ
ラビロカマキリ、コカマキリの4 種

しゅ
の

カマキリが生
せい

息
そく

しています。カマキリ
は卵

らん
のうと呼

よ
ばれる白

しろ
いあわの中

なか
に、

種
しゅ

類
るい

によっても違
ちが

いますが 100 ～
200の卵

たまご
を産

う
みます。

コカマキリは名
な

前
まえ

の通
とお

り小
こ

型
がた

のカマキ
リで、公

こう
園
えん

や畑
はたけ

、家
いえ

の周
まわ

りなどでよ
く見

み
られます。 前

まえ
足
あし

の内
うち

側
がわ

に黒
くろ

と紺
こん

の小
ちい

さな模
も

様
よう

があるのが特
とく

徴
ちょう

です。
卵
らん

のうはチョウセンカマキリに似
に

てい
ますが少

すこ
し小

ちい
さく、壁

かべ
や板

いた
、柱

はしら
など

にも産
さん

卵
らん

するので、注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く探
さが

してみ
ましょう！

ハラビロカマキリはオオカマキリより
も少

すこ
し小

ちい
さく、よく木

き
にいます。お腹

なか

が膨
ふく

らんでいて外
そと

側
がわ

の羽
はね

（前
まえ

羽
ばね

）に
黄
おう

白
はく

色
しょく

の小
ちい

さな紋
もん

があり、木
き

の幹
みき

な
どにつけるように産

さん
卵
らん

します。卵
らん

のう
は硬

かた
い感

かん
じで、底

そこ
側
がわ

に丸
まる

みがありま
す。

チョウセンカマキリは畑
はたけ

や広
ひろ

い草
くさ

地
ち

、
河
か

川
せん

敷
じき

などの開
ひら

けた環
かん

境
きょう

で見
み

られるこ
とが多

おお
く、オオカマキリより少

すこ
し細

ほそ
身
み

です。前
まえ

足
あし

の付
つ

け根
ね

の間
あいだ

が朱
しゅ

色
いろ

（オ
オカマキリは黄

き
色
いろ

～橙
だいだいいろ

色）、内
うち

側
がわ

の羽
はね

（後
うしろ

羽
ばね

）の色
いろ

もオオカマキリよりも薄
うす

く、卵
らん

のうは細
ほそ

長
なが

くて硬
かた

い感
かん

じで、草
くさ

の茎
くき

などに産
さん

卵
らん

します。

カ キマ リ 類
る い

オ カオ マ りキ

オ カオ マ りキ

ビ カロ マハ りキラ

ビ カロ マハ りキラ

カコ マ りキ

カコ マ りキ

ウ カンセ マチ りキョ

こんな生
い

きもの

ウ カンセ マチ りキョ うのの 卵
らん
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ヒグラシはやや湿
しつ

潤
じゅん

な樹
じゅ

林
りん

地
ち

環
かん

境
きょう

を好
この

みま
す。ヒグラシが生

せい
息
そく

しているところを調
しら

べる
と、そこは湿

しめ
った環

かんきょう
境ということが分

わ
かりま

す。最
さい

近
きん

、区
く

内
ない

ではあまりヒグラシを見
み

かけ
なくなってきたといわれますが、どうでしょう
か？世

せ
田
た

谷
がや

にもまだまだヒグラシが棲
す

みやす
い環

かんきょう
境が残

のこ
っているかもしれません。耳

みみ
をす

ませて探
さが

してみましょう。

日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

大
おお

きなセミで、「シャンシャンシャ
ン」と明

あ
け方

がた
から大

おお
きな声

こえ
で鳴

な
きます。西

にし
日
に

本
ほん

では普
ふ

通
つう

に見
み

かけることが出
で

来
き

るセミで、
関
かん

東
とう

、つまり区
く

内
ない

ではあまり見
み

かけない種
しゅ

類
るい

ですが、「まちの生
い

きものしらべ」では2008
年
ねん

に砧
きぬた

や烏
からすやま

山でクマゼミの確
かく

認
にん

がされてい
ます。区

く
内
ない

もだんだんとヒートアイランド化
か

にともない土
つち

が乾
かん

燥
そう

してきたことから、そう
した環

かんきょう
境を好

この
むクマゼミの分

ぶん
布
ぷ

が広
ひろ

がって
きているのかもしれません。何

なんねん
年か続

つづ
けて

観
かんさつ

察してみるのも面
おもしろ

白そうですね。

ヒ ラグ シ ク ゼマ ミ

注
ちゅう

意
い

しよう
ツバキやサザンカの木

き
には、チャドクガの幼

ようちゅう
虫

がいることがあります。林
はやし

の中
なか

に入
はい

るときには

十
じゅうぶん

分に気
き

を付
つ

けましょう。毛
け
（トゲ）にさわると、

痛
いた

みが1 ～ 2週
しゅうかん

間ぐらい続
つづ

いてしまいます。

ヒグラシを見
み

つける目
も く

的
て き

「カナカナカナ」という涼
すず

しげな鳴
な

き声
ごえ

で、
夏
なつ

のはじめの頃
ころ

、早
そうちょう

朝や夕
ゆう

方
がた

になると鳴
な

いています。小
ちい

さく丸
まる

みのある抜
ぬ

け殻
がら

に
泥
どろ

がついているのが特
とくちょう

徴です。

見
み

つけるポイント

クマゼミを見
み

つける目
も く

的
て き

種
しゅ

類
るい

によって、鳴
な

き声
ごえ

だけでなく、鳴
な

く時
じ

間
かん

も時
じ

期
き

も違
ちが

います。
区
く

内
ない

でよく聞
き

くセミの鳴
な

き声
ごえ

は･･･
「チィーチィー」と梅

つ
雨
ゆ

が明
あ

けた頃
ころ

に鳴
な

きはじめるのがニイニイゼミ。
「ミーンミンミンミン」と真

ま
夏
なつ

になってくると鳴
な

くのがミンミンゼミ。
「ジリジリジリ･･･」と油

あぶら
を揚

あ
げている音

おと
に鳴

な
き声

ごえ
が似

に
ているのがアブラゼミ。

「カナカナカナ」と真
ま

夏
なつ

に涼
すず

しげな鳴
な

き声
ごえ

で鳴
な

くのがヒグラシ。
「ツクツクボーシ」と夏

なつ
の終

お
わり頃

ごろ
に鳴

な
くのがツクツクボウシ。

ツクツクボウシが鳴
な

きはじめると「もうすぐ夏
なつ

休
やす

みが終
お

わって、２学
がっ

期
き

がはじま
るなぁ」と思

おも
う頃

ころ
です。

セミのリレー
セミの羽

う
化
か
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カ トブ ム シ
カ トブ ム シ

ク& ワ ガ タ 類
る い

皆
みな

さんは、世
せ

田
た

谷
がや

でカブトムシを見
み

つけたこ
とがありますか？見

み
つけようと思

おも
っても、な

かなかそんなチャンスは少
すく

ないですよね。幼
よう

虫
ちゅう

は、畑
はたけ

の堆
たい

肥
ひ

の中
なか

や、公
こう

園
えん

の落
お

ち葉
ば

だめな
どによくいますが、幼

ようちゅう
虫の時

とき
にモグラやカラ

スに食
た

べられてしまう確
かく

率
りつ

が高
たか

く、成
せいちゅう

虫にな
るのはなかなか大

たい
変
へん

です。そんな貴
き

重
ちょう

な成
せい

虫
ちゅう

は、砧
きぬたこうえん

公園や成
せいじょうさんちょうめりょくち

城三丁目緑地、等
と ど ろ き

々力渓
けい

谷
こく

などで見
み

つけることができます。

クワガタは兜
かぶと

のかざりの鍬
くわ

形
がた

に似
に

てい
ることから名

な
づけられました。幼

ようちゅう
虫は倒

とう

木
ぼく

などの中
なか

で朽
く

ち木
き

を食
た

べてすごし、
成
せいちゅう

虫になるとクヌギ・コナラなどの樹
じゅ

液
えき

に集
あつ

まったり、外
がい

灯
とう

に飛
と

んできたりしま
す。カブトムシを見

み
つけたら、クワガタの

仲
なか

間
ま

も一
いっ

緒
しょ

に探
さが

してみてくださいね。

カブトムシはコナラやクヌギなどの樹
じゅ

液
えき

が好
こう

物
ぶつ

で
す。この木

き
は老

ろう
木
ぼく

化
か

すると、樹
じゅ

液
えき

が出
で

なくなって
しまいます。昔

むかし
は電

でん
気
き

やガスの代
か

わりに薪
まき

を使
つか

っ
ていたので、手

て
入
い

れをした雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の木
き

からは、樹
じゅ

液
えき

がよく出
で

ていました。そ
して畑

はたけ
の肥

ひ
料
りょう

にするために落
おち

葉
ば

で腐
ふ

葉
よう

土
ど

を作
つく

っていたので、カブトムシは
そこに産

さん
卵
らん

しに来
き

ていました。そのためカブトムシと昔
むかし

の人
ひと

の生
せい

活
かつ

は、とて
も身

み
近
ぢか

な関
かん

係
けい

でした。カブトムシがたくさん生
せい

息
そく

できるようなまちにする
には、どうしたらいいでしょうか？ まずは皆

みな
さんが、どんなところでカブト

ムシを見
み

つけられるか、探
さが

してみてください。

成
せ い

虫
ちゅう

になるのは大
た い

変
へ ん

カブトムシと人
ひ と

の生
せ い

活
か つ

注
ちゅう

意
い

しよう
カブトムシを観

かん
察
さつ

する時
とき

には、樹
じゅ

液
えき

の

好
す

きなスズメバチに気
き

を付
つ

けましょう。

夏
なつ

から秋
あき

にかけてのスズメバチはとく

に攻
こう

撃
げき

的
てき

になります。ハチに出
で

会
あ

った

ら、手
て

で追
お

いはらったりせず、静
しず

かにハ

チがいなくなるのを待
ま

ちましょう。もし

も巣
す

に近
ちか

づきすぎたら、そーっと後
うし

ろに

さがって逃
に

げましょう。

ワ タガコ ク ギ ワクリ ガノ タコ

タタ ガワクヒラ

ワガク タ 類
るい
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大
おお

きなアゲハチョウがヒラヒラ飛
と

んでいる
姿

すがた
を見

み
ると、なんだか優

やさ
しい気

き
持
も

ちになりま
すよね。区

く
内
ない

には、キアゲハ、ナミアゲハ、
アオスジアゲハ、クロアゲハをよく見

み
かけま

す。その他
ほか

にも、オナガアゲハ、カラスアゲ
ハ、ジャコウアゲハ、モンキアゲハなどがい
ます。最

さい
近
きん

はたまに、温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響なのか
暖

あたた
かい地

ち
方
ほう

にしか飛
と

んでいなかったナガサ
キアゲハが見

み
られるようになってきました。

チョウは、種
しゅ

類
るい

によって幼
ようちゅうじだい

虫時代に食
た

べる植
しょくぶつ

物が決
き

まっています。ナミアゲ
ハはミカンの仲

なか
間
ま

の木
き

の葉
は

を食
た

べて
育
そだ

ち、またキアゲハはニンジンやパセ
リを好

この
み、畑

はたけ
の周

まわ
りで見

み
ることができ

ます。最
さい

近
きん

、都
と

市
し

部
ぶ

では常
じょうりょく

緑のクスノ
キが多

おお
く植

う
えられるようになったこと

から、クスノキの葉
は

を食
しょくせい

性とするアオ
スジアゲハが、区

く
内
ない

では多
おお

くなってき
たといわれています。用

よう
賀
が

駅
えき

の前
まえ

では
アオスジアゲハがたくさん見

み
られるそ

うです。

世
せ

田
た

谷
がや

をいろいろなアゲハがたくさん飛
と

ぶまちにするため

に、まずはどんな種
しゅ

類
るい

のアゲハがいるかを調
しら

べてみましょ

う。チョウには「蝶
ちょうどう道」といって特

とく

定
てい

の飛
と

ぶコースがあるの

で、どんな花
はな

に来
き

ているかも観
かん

察
さつ

してみてください。アオス

ジアゲハ、クロアゲハなどは特
とくちょう徴がはっきりしているので、

もし判
わか

れば名
な

前
まえ

を記
き

録
ろく

してみましょう。種
しゅるい

類が分
わ

からない

ときは、「アゲハチョウ類
るい

」と記
き

録
ろく

して、「黒
くろ

かった」とか「オレ

ンジの模
も

様
よう

があった」など、特
とくちょう徴をメモしておくと良

よ

いで

すね。

幼
よ う ち ゅ う

虫の食
た

べもの

チョウの道
み ち

「蝶
ち ょ う ど う道」

サ ゲアキ ハナガ

ス ゲアジ ハア オ

ア ハゲ チ ョ 類
る い

ウ

いろいろなアゲハチョウ

ゲ ハキ ア

コ ゲアウ ハジ ャ

ク ゲアロ ハ

ア ハゲナ ミ
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お互
たが

いとても似
に

ていますが、カナヘビはウロコが大
おお

きく角
かく

ばっており、1枚
まい

1枚
まい

がガサガサして乾
かわ

いた
感
かん

じです。また、手
て

足
あし

と尾
お

がすらりと長
なが

く、色
いろ

は地
じ

味
み

です。地
ちじょうせい

上性ですが、2mくらいの高
たか

さであれば、ブ
ロック塀

べい
や木

き
に登

のぼ
ることが出

で
来
き

ます。トカゲは頭
あたま

以
い

外
がい

のウロコの大
おお

きさは全
すべ

て同
おな

じで、ツヤがあり光
こう

沢
たく

があります。成
せいちょう

長と共
とも

にしっぽの色
いろ

が青
あお

色
いろ

～褐
かっしょく

色に
変
か

わるので、見
み

つけた際
さい

、トカゲの尾
お

の色
いろ

もよく観
かん

察
さつ

してみてください。

カ ヘナ ビ & カト ゲ

カ ヘナ ビ

カト ゲ

カ ヘナ ビ

カントホ ゲニ

日
に

本
ほん

に広
ひろ

く分
ぶん

布
ぷ

するトカゲの仲
なか

間
ま

で、
日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の種
しゅ

類
るい

です。体
からだ

の色
いろ

は褐
かっしょく

色
～灰

はいかっしょく
褐色で、尾

お
の長

なが
さが全

ぜん
体
たい

の3分
ぶん

の
2ほどにもなります。平

へい
地
ち

から低
てい

山
ざん

地
ち

の堤
つつみ

、草
くさ

地
ち

、庭
にわ

先
さき

など、林
はやし

の周
しゅうへん

辺の草
くさ

むらにいることが多
おお

いため、森
しん

林
りん

の中
なか

ではあまり見
み

られません。昼
ひる

間
ま

は日
にっ

光
こう

浴
よく

や食
しょく

事
じ

をして、夜
よる

は落
おち

葉
ば

の間
あいだ

や草
くさ

の
上
うえ

で睡
すい

眠
みん

をとります。ふ化
か

には1ヶ
か

月
げつ

以
い

上
じょう

かかるため、卵
たまご

にカビが生
は

えない
ように草

くさ
の根

ね
本
もと

や赤
あか

土
つち

の上
うえ

などを産
さん

卵
らん

場
ば

所
しょ

に選
えら

びます。寿
じゅみょう

命は3～4年
ねん

、室
しつ

内
ない

ではその2倍
ばい

も生
い

きるそうです。冬
ふゆ

には木
き

の根
ね

の下
した

、石
いし

垣
がき

、畑
はたけ

の土
つち

の中
なか

に
もぐりこみ冬

とう
眠
みん

をし、時
とき

には集
しゅうだん

団でひ
とかたまりとなって、冬

ふゆ
を越

こ
すこともあ

ります。

日
に

本
ほん

では普
ふ

通
つう

に見
み

られるトカゲで、平
へい

地
ち

から山
さん

地
ち

の草
くさ

地
ち

や石
いし

垣
がき

、庭
にわ

先
さき

などで
見
み

る事
こと

が出
で

来
き

ます。昼
ひる

間
ま

の天
てん

気
き

の良
よ

い
日
ひ

には外
そと

で活
かつ

動
どう

し、夜
や

間
かん

や雨
あめ

の日
ひ

は巣
す

穴
あな

で休
やす

みます。繁
はんしょくき

殖期にはオスののど
が婚

こんいんしょく
姻色でオレンジ色

いろ
になり、メスは

石
いし

や倒
とう

木
ぼく

の下
した

に巣
す

穴
あな

を掘
ほ

ってその中
なか

で産
さん

卵
らん

します。卵
たまご

がふ化
か

するまで大
だい

事
じ

に保
ほ

護
ご

する行
こう

動
どう

は、カナヘビとは違
ちが

う
生
せい

態
たい

です。幼
よう

体
たい

の体
からだ

には5本
ほん

の黄
おうはくしょく

白色
のラインが入

はい
っており、亜

あ
成
せい

体
たい

、成
せい

体
たい

になるにつれて、茶
ちゃかっしょく

褐色の金
きん

属
ぞく

光
こう

沢
たく

に
なり、黒

くろ
いラインが体

たい
側
そく

に見
み

られるよ
うになります。

カナヘビとトカゲの
見

み

分
わ

けかた

注
ちゅう

意
い

しよう
カナヘビやトカゲをつかむ時

とき
にうっかり尾

お
をつかん

でしまうと、敵
てき

から逃
のが

れるために尾
お

が切
き

れてしまいま

す。これは自
じ

切
せつ

という行
こう

為
い

で、関
かん

節
せつ

部
ぶ

分
ぶん

で切
き

れたあ

と、尾
お

がまた再
さい

生
せい

するのは有
ゆう

名
めい

な話
はなし

ですね。
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ヘ 類
る い

ビ

日
に

本
ほん

で見
み

られるヘビの中
なか

では、最
もっと

も大
おお

きくなる種
しゅ

類
るい

です。全
ぜんちょう

長が
約
やく

100～250cm、最
さい

大
だい

300cmほどにもなる個
こ

体
たい

もいるようで
す。以

い
前
ぜん

に野
の

川
がわ

で見
み

つけたアオダイショウは208cmでしたので、
更
さら

に大
おお

きな個
こ

体
たい

もいるかもしれませんね。日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

種
しゅ

で、北
ほっ

海
かい

道
どう

、本
ほんしゅう

州、四
し

国
こく

、九
きゅうしゅう

州とそれらの離
り

島
とう

に生
せい

息
そく

しており、平
へい

地
ち

や雑
ぞう

木
き

林
ばやし

、また住
じゅうたく

宅地
ち

などの近
ちか

くなどにいることや、昼
ひる

間
ま

に動
うご

き回
まわ

るた
め出

で
会
あ

う機
き

会
かい

も多
おお

いです。性
せい

質
しつ

はおとなしく、無
む

毒
どく

なヘビですが、
捕
ほ

獲
かく

すると特
とく

有
ゆう

の臭
くさ

いにおいを発
はっ

します。幼
よう

蛇
だ

はマムシの模
も

様
よう

に
似
に

ているため、よく間
ま

違
ちが

えられることがあります。アオダイショウ
は体

からだ
が白

しろ
い「アルビノ」が出

しゅつげん
現することも有

ゆう
名
めい

で、特
とく

に山
やま

口
ぐち

県
けん

岩
いわ

国
くに

市
し

ではアルビノ個
こ

体
たい

が多
おお

く
出

しゅつげん
現し、「神

かみ
の使

つか
い」として天

てん
然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

さ
れています。

日
に

本
ほん

で最
もっと

もよく知
し

られている種
しゅ

類
るい

で、全
ぜんちょう

長は約
やく

100～150cm、最
さい

大
だい

200cmほどになる日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

種
しゅ

です。
北
ほっ

海
かい

道
どう

、本
ほんしゅう

州、四
し

国
こく

、九
きゅうしゅう

州とそれらの
離
り

島
とう

に生
せい

息
そく

し、平
へい

地
ち

や山
さん

地
ち

、河
か

川
せん

など
で観

かん
察
さつ

することが出
で

来
き

ます。区
く

内
ない

で
は、野

の
川
がわ

や仙
せん

川
かわ

、多
た

摩
ま

川
がわ

などの、水
みず

辺
べ

の草
くさ

むらや、川
かわ

を泳
およ

ぐ姿
すがた

を見
み

かけるこ
とがあります。シマヘビの幼

よう
蛇
だ

は、親
おや

のしま模
も

様
よう

とは異
こと

なる横
よこ

じまがあり、
成
せいちょう

長するにつれて縦
たて

じまへと変
へん

化
か

し
ていきます。シマヘビには体

からだ
の色

いろ
が

真
ま

っ黒
くろ

の黒
こくしょくがた

色型が出
しゅつげん

現することがあ
り、通

つうしょう
称カラスヘビともいわれます。

泳
およ

ぎが得
とく

意
い

で特
とく

にカエルを好
こう

物
ぶつ

とし、
丸
まる

のみにした後
あと

、数
すう

日
じつ

で消
しょう

化
か

してしま
うようです。アオダイショウやヒバカ
リに比

くら
べると性

せい
質
しつ

はやや荒
あら

いですが、
シマヘビも無

む
毒
どく

のヘビです。

ア ダオ イ ョシ ウ

シ ヘマ ビ

ヒ カバ り
ヒバカリも日

に
本
ほん

固
こ

有
ゆう

種
しゅ

の小
こ

型
がた

のヘビ
で、全

ぜんちょう
長は約

やく
40～65cmほどです。

胴
どう

は細
ほそ

長
なが

く、頭
とう

部
ぶ

は比
ひ

較
かく

的
てき

小
ちい

さいで
す。本

ほんしゅう
州、四

し
国
こく

、九
きゅうしゅう

州とその周
しゅうへん

辺の島
しま

に生
せい

息
そく

し、低
てい

山
ざん

地
ち

から山
さん

地
ち

の森
しん

林
りん

、水
みず

辺
べ

や湿
しっ

気
け

の多
おお

い環
かんきょう

境を好
この

みます。体
からだ

の色
いろ

は背
せ

中
なか

が褐
かっしょく

色や茶
ちゃかっしょく

褐色で、頭
とう

部
ぶ

と背
はい

面
めん

の真
ま

ん中
なか

は暗
あんかっしょく

褐色です。アゴ
のあたりから首

くび
にかけて黄

き
色
いろ

い筋
すじ

の
模
も

様
よう

があり、腹
はら

側
がわ

は薄
うす

い黄
き

色
いろ

です。夕
ゆう

方
がた

や薄
うす

暗
ぐら

い日
にっちゅう

中に行
こう

動
どう

することが多
おお

く、よく水
みず

に入
はい

り、カエル、オタマジャ
クシ、小

こ
魚

ざかな
、ミミズなどを好

この
みます。

性
せい

質
しつ

はきわめて温
おん

厚
こう

で、めったに噛
か

むことはありませんが、時
とき

には威
い

嚇
かく

行
こう

動
どう

をとることがあります。無
む

毒
どく

です
が、昔

むかし
は毒

どく
蛇
へび

と思
おも

われ「噛
か

まれると、
その日

ひ
ばかりの命

いのち
」が名

な
前
まえ

の由
ゆ

来
らい

と
されています。区

く
内
ない

では、国
こく

分
ぶん

寺
じ

崖
がい

線
せん

の林
はやし

で観
かん

察
さつ

記
き

録
ろく

があります。
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ヤモリは人
じん

家
か

に住
す

み着
つ

き、家
いえ

を守
まも

るよ
うな姿

すがた
から「屋

や
守
もり

」とも呼
よ

ばれていま
す。特

とく
に古

ふる
い民

みん
家
か

に多
おお

く住
す

んでおり、
昼
ひる

間
ま

は壁
かべ

のすき間
ま

や植
うえ

木
き

鉢
ばち

の下
した

、木
き

の
表
ひょうさつ

札の裏
うら

側
がわ

などに身
み

を潜
ひそ

めています。
夜
よる

になるとエサを求
もと

めて動
うご

き回
まわ

り、
電
でんとう

灯の明
あ

かりに集
あつ

まる昆
こんちゅう

虫などを捕
ほ

食
しょく

します。冬
ふゆ

は人
じん

家
か

の暖
あたた

かさを利
り

用
よう

し
て、天

てんじょううら
井裏や壁

かべ
のすき間

ま
で春

はる
を待

ま
ち

ます。

ヒキガエルは夜
や

行
こう

性
せい

で、昼
ひる

間
ま

は森
しん

林
りん

内
ない

の落
おち

葉
ば

や石
いし

、倒
とう

木
ぼく

の下
した

にひそみ、そこを中
ちゅうしん

心に、
半
はん

径
けい

10～20mが行
こう

動
どう

圏
けん

となっています。こ
れを「帰

き
巣
そう

性
せい

」といいます。産
さん

卵
らん

以
い

外
がい

ではあ
まり水

みず
に入

はい
らず、後

こう
肢
し

の水
みず

かきも小
ちい

さく泳
およ

ぎの下
へ

手
た

なカエルですが、水
みず

に近
ちか

い林
はやし

や藪
やぶ

などの暗
くら

い場
ば

所
しょ

を好
この

みます。区
く

内
ない

では公
こう

園
えん

や緑
りょくどう

道、人
じん

家
か

やお寺
てら

など、古
ふる

くから池
いけ

がある
ような場

ば
所
しょ

で見
み

られます。

よく似
に

た名
な

前
まえ

に「イモリ」がいますが、
たまにヤモリとイモリを混

こん
同
どう

してしま
うことはありませんか？ ヤモリはは
虫

ちゅうるい
類で、イモリは水

すいちゅう
中で生

せい
活
かつ

する両
りょう

生
せい

類
るい

です。家
いえ

を守
まも

るのが「屋
や

守
もり

」、井
い

戸
ど

を守
まも

るのが「井
い

守
もり

」と覚
おぼ

えるといい
ですね。日

に
本
ほん

各
かく

地
ち

で見
み

られるイモリ
ですが、残

ざん
念
ねん

ながら世
せ

田
た

谷
がや

では見
み

る
ことができません。

ヤモリとイモリ

ヤモリが壁
かべ

やガラス窓
まど

をスイスイ移
い

動
どう

するのを、不
ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

ったことは
ありませんか？その秘

ひ
密
みつ

は、ヤモリ
の足

あし
の裏

うら
にあります。微

び
細
さい

で先
さき

が分
わ

かれた毛
け

が約
やく

50万
まん

本
ぼん

も密
みっしゅう

集してお
り、その毛

け
と毛

け
の間

あいだ
で働

はたら
く力

ちから
で、強

きょう

力
りょく

に張
は

り付
つ

くことが出
で

来
き

るのです。
家
いえ

のガラス窓
まど

の外
そと

にいたら、是
ぜ

非
ひ

じっくりと観
かん

察
さつ

してみてください。更
さら

に、体
からだ

の色
いろ

や斑
はん

紋
もん

も、周
まわ

りの明
あか

るさ
に合

あ
わせて色

いろ
を濃

こ
くしたり淡

あわ
くした

りと変
へん

化
か

させることが可
か

能
のう

です。

ヤモリの秘
ひ

密
み つ

カエル合
が っ

戦
せ ん

！？区
く

内
ない

での繁
はん

殖
しょく

期
き

は2～4月
がつ

頃
ごろ

で、毎
まい

年
とし

決
き

まった頃
ころ

に
一
いっ

斉
せい

に同
おな

じ水
みず

辺
べ

に集
あつ

まり、数
すう

日
じつ

間
かん

、オスは「カエル
合
がっ

戦
せん

」と呼
よ

ばれるメスの奪
うば

い合
あ

いをします。産
さん

卵
らん

後
ご

、親
おや

は本
ほん

当
とう

に暖
あたた

かくなる5月
がつ

半
なか

ば頃
ごろ

まで、またも

との場
ば

所
しょ

に戻
もど

り冬
とう

眠
みん

の続
つづ

きをします。卵
たまご

からかえっ

たばかりの幼
よう

生
せい

は体
たいちょう

長0.8cmで、4～5ヶ
か

月
げつ

で変
へん

態
たい

を終
しゅうりょう了し、平

へい

均
きん

3年
ねん

10ヶ
か

月
げつ

で親
おや

になり、秋
あき

には風
かぜ

の
あたらない日

ひ

あたりのよい林
はやし

や藪
やぶ

で冬
とう

眠
みん

します。

ヤ リモ ヒ ガキ エ ル
こんな生

い

きもの こんな生
い

きもの
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カタツムリは「陸
りく

産
さん

貝
かい

類
るい

」と呼
よ

ばれ、本
ほん

来
らい

海
うみ

に生
せい

息
そく

していたものが海
うみ

→淡
たん

水
すい

→陸
りくじょう

上へ
と長

なが
い時

じ
間
かん

をかけて進
しん

化
か

してきました。カ
タツムリには「デンデンムシ」「デデムシ」「カ
イツムリ」「カイツブリ」「マイマイツブリ」
など、多

おお
くの呼

よ
び名

な
があります。 昼

ひる
間
ま

は、
薄
うす

暗
ぐら

く湿
しめ

った落
お

ち葉
ば

が堆
たい

積
せき

した場
ば

所
しょ

、腐
ふ

朽
きゅう

した木
き

の幹
みき

の下
した

などにおり、乾
かん

燥
そう

を嫌
きら

いま
す。そのため林

はやし
を生

せい
活
かつ

の場
ば

所
しょ

にし、雨
あめ

あが
りや湿

しっ
気
け

の多
おお

い夜
よる

によく見
み

られます。

カタツムリは植
しょくぶつ

物の葉
は

や落
らく

枝
し

の分
ぶん

解
かい

過
か

程
てい

の堆
たい

積
せき

物
ぶつ

などを食
た

べ、雑
ぞう

木
き

林
ばやし

などの土
ど

壌
じょう

づくりに一
ひと

役
やく

買
か

っています。こうした生
い

きものが生
せい

息
そく

していることによって、雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の自
し

然
ぜん

は支
ささ

えられています。そのた
め林

はやし
や森

もり
の環

かんきょう
境を好

この
むカタツムリは、開

かい

発
はつ

されて木
き

がなくなるとそこに住
す

むことが
難

むずか
しくなってきます。 一

いっ
方
ぽう

、外
がい

国
こく

からき
たオナジマイマイは森

もり
には住

す
めず、草

そう
原
げん

や住
じゅうたく

宅の庭
にわ

を好
この

みます。

タカ ツ ム 類
る いリ

殻
かくちょう

頂（殻
から

の渦
うず

のてっぺんのところ）を上
うえ

にして、向
む

かって右
みぎ

に殻
かく

口
こう

（殻
から

の穴
あな

のこと）があれば右
みぎ

巻
ま

きのマイマイ。「ミスジマイマイ」がこれにあたります。同
おな

じように左
ひだりに殻

かく

口
こう

があれば左
ひだり

巻
ま

きのマイマイ。これが「ヒダリマキマイマイ」ですね。

カタツムリの見
み

分
わ

けかた

大
おお

きさに関
かん

係
けい

なく、殻
かく

口
こう

のヘリが

丸
まる

みを帯
お び、そりかえっていれば

成
せい

貝
がい

（親
おや

）で、殻
かく

口
こう

のへりがざらざ

らしていれば幼
よう

貝
がい

（子
こ ども）です。

大
お と 人

な と子
こ どもの違

ち が い

注
ちゅう

意
い

しよう　
寄
きせいちゅう

生虫をもったカタツムリがい

る場
ば

合
あい

もあるので、カタツム

リを触
さわ

った後
あと

には、手
て

洗
あら

いを

しっかりしましょう。

海
う み

から陸
り く

へ

カタツムリが好
す

きな環
か ん き ょ う

境

ジ マイマ イミス

マキリ マイマ イヒダ
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生
い

きものを学
が く

習
しゅう

できる施
し

設
せ つ

15

まちの生
い

きものしらべガイドブック （2021年
ねん

5月
がつ

発
はっこう

行）

〔 編
へん

集
しゅう

・発
はっ

行
こう

 〕  世
せ

田
た

谷
がや

区
く

みどり33推
すい

進
しん

担
たん

当
とう

部
ぶ

みどり政
せい

策
さく

課
か

〒158-0094 世
せ

田
た

谷
がや

区
く

玉
たま

川
がわ

1-20-1
（世

せ
田
た

谷
がや

区
く

役
やく

所
しょ

二
ふた

子
こ

玉
たま

川
がわ

分
ぶん

庁
ちょう

舎
しゃ

内
ない

）　
電
でん

話
わ

 ： 03-6432-7902（平
へい

日
じつ

午
ご

前
ぜん

8時
じ

30分
ぷん

～午
ご

後
ご

5時
じ

）　
FAX ： 03-6432-7989

〔 協
きょう

 力
りょく

 〕  制
せい

作
さく

：一
いっ

般
ぱん

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

世
せ

田
た

谷
がや

トラストまちづくり
　　  　   写

しゃ
真
しん

： 伊
い

藤
とう

 信
のぶ

男
お

、山
やま

崎
ざき

 裕
ひろ

志
し

、水
みず

上
かみ

 まゆみ、荒
あら

井
い

 広
ひろ

司
し

　　　　  イラスト ： 松
まつ

下
した

 長
なが

子
こ

※本
ほん

書
しょ

の掲
けい

載
さい

文
ぶん

・写
しゃ

真
しん

・イラストなどの無
む

断
だん

転
てん

載
さい

および複
ふく

写
しゃ

を禁
きん

じます。

⇒ 二
ふた

子
こ

玉
たま

川
がわ

公
こう

園
えん

ビジターセンター
玉
たま

川
がわ

1-16-1　電
でん

話
わ

 ： 03-3700-2735
〔開

かい

館
かん

時
じ

間
かん

〕　午
ご

前
ぜん

8時
じ

30分
ぷん

～午
ご

後
ご

5時
じ

〔休
きゅう

 館
かん

 日
び

〕　年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12/29～1/3）

⇒ 桜
さくらがおか

丘すみれば自
し

然
ぜん

庭
てい

園
えん

桜
さくらがおか

丘4-23-12　電
でん

話
わ

 ： 03-3420-2755
〔開

かい

園
えん

時
じ

間
かん

〕　午
ご

前
ぜん

9時
じ

～午
ご

後
ご

5時
じ

（10月
がつ

～3月
がつ

は午
ご

後
ご

4時
じ

まで）
〔休

きゅう

 園
えん

 日
び

〕　年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12/29～1/3）

⇒ （一
いち

財
ざい

）世
せ

田
た

谷
がや

トラストまちづくりビジターセンター
成
せい

城
じょう

4-29-1（野
の

川
がわ

緑
りょく

地
ち

広
ひろ

場
ば

内
ない

）　電
でん

話
わ

 ： 03-3789-6111
〔開

かい

館
かん

時
じ

間
かん

〕　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ふん

～午
ご

後
ご

４時
じ

３０分
ふん

※お問
と

い合
あ

わせは開
かい

館
かん

日
び

の午
ご

前
ぜん

８時
じ

３０分
ふん

～午
ご

後
ご

５時
じ

〔休
きゅう

 館
かん

 日
び

〕　月
げつ

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

の場
ば

合
あい

は翌
よく

平
へい

日
じつ

）、
　　　　　　年

ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12/29～1/3）


